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◆開発の背景と成果

光量子コンピュータは多くの部品が室温で動作し大規模化に強みを持つ次世代計算機ですが、実用化に

は計算中の誤りを訂正する仕組みが不可欠です。本プロジェクトでは、量子回路を光量子計算機向けの

命令に変換し、光学機器の特性を反映した性能評価まで一貫して行うソフトウェアを開発しました。

◆エンドツーエンドの評価フロー

本ソフトウェアで一気通貫に実行可能

★アピールポイント

抽象的な論理回路を入力として光学パラメータに準拠したシミュレーションを行うエンドツーエンドの

ソフトウェアの開発により、誤り耐性光量子計算機の実用化を加速します。
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◆ コンパイルのデモ：Adder回路

量子版の足し算回路を入力し、格子手術・

MBQC命令列へ自動変換。3D測定パターンとし

て可視化します。

実効命令列のプロファイルまで可能

◆ 光学パラメータに基づく性能評価

光の品質や光学ロス等の実機パラメータから論理エラ

ー率を評価。Xanadu方式・PsiQuantum方式に対応

Xanadu方式（GKP符号）

PsiQuantum方式（単一光子Fusion）

ハードウェア要求レベルの定量的評価が可能に

★ 本ソフトウェアにより、光学装置の特性を反映した誤り耐性量子計算のシミュレーションが可能と

なり、光量子計算機の実用化に必要なハードウェア性能の目標値を明確化できます。
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